
県
議
会
を

  「
見
え
る・
感
じ
る・
役
立
つ
も
の
に
」

渋
川
か
ら
群
馬
を
変
え
る

      

県
政
に
新
し
い
風
を
！
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朝、街頭でお
会いしましょ

う！

　

旧
年
中
は
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
か
ら
の
御
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
も
地
方
も
、
職
場
も
家
庭
も
、
日
本
す
べ
て
が
厳
し
い
年
明
け

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
先
の
見
え
な
い
混
沌
と
し
た
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
新
渋
川
市
発
展

の
た
め
に
元
気
一
杯
頑
張
る
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

財
政
再
建
、
少
子
高
齢
化
、
医
療
・
福
祉
な
ど
課
題
は
多
い
で
す

が
、
議
員
に
課
せ
ら
て
い
る
使
命
『
８
万
余
市
民
の
願
い
を
実
現
』

し
て
い
く
た
め
に
、
夢
や
希
望
や
誇
り
を
も
て
る
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
に
、
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お
誓

い
し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

本
年
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 　

平
成
二
十
三
年　

正
月　

謹
賀
新
年



奨
学
金
貸
与
増
額
へ

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種

中
学
３
年
生
に
助
成

渋
川
幼
稚
園

卒
園
式
後
に
園
舎
建
て
替
え

渋
川
総
合
病
院
に

任
期
付
職
員
を
採
用

温
泉
施
設
の
指
定
管
理
者

３
施
設
そ
れ
ぞ
れ
決
定

議
員
の
歳
費
、
市
長
、

職
員
の
給
与
減
額

旧
渋
川
公
民
館
は

渋
川
商
工
会
議
所
事

務
所
と
し
て
活
用
へ

旧
３
５
３
号
線
を
市
道
移
管

■
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋
川

■
渋
川
温
泉
ス
タ
ン
ド

パ
リ
ッ
シ
ュ
出
版
㈱
に
決
定

■
ユ
ー
ト
ピ
ア
赤
城

■
赤
城
の
湯
ふ
れ
あ
い
の
家

■
敷
島
温
泉
ス
タ
ン
ド

ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
㈱
に
決
定

■
北
橘
温
泉
ば
ん
ど
う
の
湯

㈱
し
ぶ
か
わ
温
泉
に
決
定

　

市
の
奨
学
金
制
度
は
他
制
度
と
の
併
用

が
で
き
ず
、
利
用
者
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

４
月
よ
り
対
象
者
が
専
修
学
校
や
短
期

大
学
に
在
学
す
る
学
生
に
も
拡
大
さ
れ
、

大
学
等
に
在
学
す
る
学
生
へ
の
貸
与
額
も

２
万
５
０
０
０
円
か
ら
３
万
５
０
０
０
円

に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業
後
１

年
間
の
返
還
猶
予
も
認
め
ら
れ
、
日
本
育

英
会
等
の
他
の
奨
学
制
度
と
の
併
用
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き

る
唯
一
の
が
ん
で
す
。
３
回
の
接
収
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

23
年
度
建
て
替
え
計
画
の
渋
川
幼
稚
園

は
、
卒
業
式
後
に
園
舎
の
取
り
壊
し
と
造

成
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。
今
年
度
予

算
の
６
７
１
５
万
円
は
来
年
度
へ
繰
り
越

さ
れ
ま
し
た
。

　

建
て
替
え
工
事
中
の
仮
園
舎
は
、
23
年

度
よ
り
行
幸
田
保
育
園
と
統
合
と
な
る
第

二
保
育
所
を
使
用
し
ま
す
。

　

重
要
な
施
策
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

高
度
な
専
門
知
識
や
経
験
を
も
つ
人
を
任

期
を
決
め
て
採
用
す
る
条
例
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
給
与
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　

質
疑
の
中
で
、
渋
川
総
合
病
院
の
経
営

改
善
の
た
め
職
員
を
採
用
す
る
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
採
用
す
る
職
員
の
専
門
性

を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
か
、
採
用
後

の
病
院
経
営
改
善
の
見
込
み
は
あ
る
の
か

等
、
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

公
募
に
よ
る
温
泉
施
設
の
指
定
管
理
者

の
選
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
委
員
会
は
学
識
経
験
者
２
名
、
市

民
委
員
２
名
、
庁
内
委
員
３
名
の
計
７
名

で
す
。
４
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
事
業

計
画
や
指
定
管
理
料
等
表
の
17
項
目
に
つ

い
て
評
価
を
行
い
、
候
補
者
を
選
考
し
ま

し
た
。

　

本
会
議
で
可
決
さ
れ
指
定
管
理
者
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
の
給
与
減

額
に
準
じ
て
、
議
員
の
報
酬
、
市
長
、
副

　

四
ツ
角
区
画
整
理
に
よ
る
移
転
で
、
建

物
の
取
り
壊
し
（
一
部
保
存
）
が
決
ま
っ

て
い
た
旧
渋
川
公
民
館
は
「
旧
渋
川
公
民

館
の
保
存
と
街
づ
く
り
を
考
え
る
会
」
か

ら
出
さ
れ
て
い
た
署
名
を
受
け
て
、
民
間

で
の
活
用
に
よ
る
建
物
保
存
の
た
め
、
渋

川
商
工
会
議
所
と
の
間
で
今
後
の
取
り
組

み
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
ま
で
合
意
さ
れ
ま
し

た
。

◎
渋
川
市
は

●
現
状
の
ま
ま
建
物
を
渋
川
商
工
会
議
所

へ
無
償
譲
渡
す
る

●
建
物
敷
地
は
無
償
で
貸
付
け
る

●
建
物
の
活
用
・
保
存
に
必
要
な
経
費
を

一
部
補
助
す
る

　
◎
渋
川
商
工
会
議
所
は

●
建
物
の
活
用
・
保
存
の
た
め
改
修
整
備

を
す
る

●
現
在
の
商
工
会
議
所
の
土
地
・
建
物
を

市
へ
寄
付
す
る

　

渋
川
市
か
ら
の
補
助
限
度
額
は
、
２
億
円

で
、建
物
移
転
補
償
費
（
約
６
５
０
０
万
円
）

を
差
し
引
い
た
額
か
ら
さ
ら
に
一
般
寄
付

・
応
募
者
は
２
法
人
で
し
た
。

　

◎
パ
リ
ッ
シ
ュ
出
版
㈱　

高
崎
市

　

◎
東
朋
産
業
㈱　
　
　
　

前
橋
市

・
指
定
管
理
料
は
５
年
間
で

　

９
５
０
０
万
円
（
年
間 

１
９
０
０
万
円
）

・
指
定
期
間
は

　

Ｈ
23
年
４
月
～
28
年
３
月
で
す
。

・
応
募
者
は
３
法
人
で
し
た
。

　

◎
ラ
イ
ジ
ン
グ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
㈱ 

前
橋
市

　

◎
㈱
小
笠
原　
　

渋
川
市

　

◎
東
朋
産
業
㈱　

前
橋
市

・
指
定
管
理
料
は
５
年
間
で

　

９
２
０
０
万
円
（
年
間 

１
８
４
０
万
円
）

・
指
定
期
間
は

　

Ｈ
23
年
４
月
～
28
年
３
月
で
す
。

・
応
募
者
は
２
法
人
で
し
た
。

　

◎
㈱
し
ぶ
か
わ
温
泉　

渋
川
市　

　

◎
東
朋
産
業
㈱　
　
　

前
橋
市

・
指
定
管
理
料
は
５
年
間
で

　

９
７
０
０
万
円
（
年
間 

２
４
５
０
万
円
）

・
指
定
期
間
は

　

Ｈ
23
年
４
月
～
27
年
３
月
で
す
。

　

※
ば
ん
ど
う
の
湯
の
指
定
期
間
は
、
隣

接
す
る
「
た
ち
ば
な
の
郷
城
山
」
と
更
新

時
期
を
合
わ
せ
る
た
め
、
他
の
２
施
設
を

異
な
り
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

市民と共に12年、市議会・市政を身近なものに

子供たちを地域で守る安心安全パトロール

年度内に新園舎が完成、行幸田保育園

市道・鯉沢北牧線となる旧 353 号線。
起点となる鯉沢交差点

今年３月開通予定。工事の進む辰巳町有馬線

地域の中核病院として期待のかかる渋川総合病院

特定任期付職員給料表

現在の渋川商工会議所（渋川市南町） 商工会議所として活用となるか、旧渋川公民館
新しい指定管理者となるユートピア赤城

12月議会
報告

23

　

辰
巳
町
有
馬
線
の
道
路
改
良
や
国
道

３
５
３
号
鯉
沢
バ
イ
パ
ス
事
業
等
に
よ
り
、

市
道
の
廃
止
・
認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
５
３
号
線
の
旧
道
は
市
道
と
し
て
移

管
を
受
け
、
鯉
沢
北
牧
線
（
１
０
１
１
ｍ
）

と
な
り
ま
す
。

　

中
学
３
年
生
に
対
し
、
１
月
～
３
月
に

行
う
１
・
２
回
目
の
接
種
費
用
の
助
成
が
決

定
し
ま
し
た
。
卒
業
後
の
３
回
目
の
接
種

や
現
在
の
１
・
２
年
生
へ
の
助
成
は
、
来
年

度
予
算
化
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
接
種
が
受
験
前
の
大
切
な
時

期
と
重
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
中
に
で
き

な
か
っ
た
場
合
で
も
柔
軟
な
対
応
を
と
る

よ
う
、
市
に
求
め
て
い
き
ま
す
。

金
を
引
い
た
額
と
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
建
物
移
転
や
耐
震
工
事
等
の

多
額
な
保
存
・
活
用
費
用
を
考
え
る
と
、

渋
川
商
工
会
議
所
の
負
担
が
多
額
に
な
り

す
ぎ
る
の
で
は
と
の
心
配
の
声
も
あ
り
ま

す
。
今
後
、
商
工
会
議
所
の
総
会
等
の
手

続
き
を
経
て
正
式
に
決
定
し
ま
す
。

号級 給料月額（円）
1 375,000
2 424,000
3 477,000
4 543,000
5 620,000
6 724,000
7 848,000

市
長
、
教
育
長
の
給
与
も
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
昨
年
12
月
１
日
よ
り
施
行
の
た
め
、

冬
季
賞
与
か
ら
適
用
と
な
り
ま
し
た
。
減

額
に
よ
る
影
響
額
は
○
○
○
○
万
円
で
す
。



臨
時
職
員
の
任
期
の
問
題

質
問　

臨
時
職
員
の
任
期
は
、
同
一
部
署

に
５
年
間
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
合
併

時
に
全
員
が
契
約
を
し
た
た
め
に
、
全
員

一
緒
に
契
約
が
切
れ
て
部
署
の
移
動
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
こ
と
で
、
公
民
館
は
臨
時
職
員
が
全
員

入
れ
替
わ
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
住
民
は

活
動
に
支
障
を
来
す
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
ま
す
。
事
業
の
継
続
性
等
を
考

え
る
と
庁
内
勤
務
と
同
一
に
考
え
る
こ
と

は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

資
格
を
要
す
る
臨
時
職
員
等
は
１
年
間

の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
公
民
館
の

臨
時
職
員
の
任
期
の
問
題
に
つ
い
て
職
員

課
の
考
え
、
教
育
委
員
会
の
対
応
策
は
？

答
弁　

全
臨
時
職
員
の
６
割
が
５
年
を
迎

え
ま
す
。
公
民
館
等
は
全
員
を
配
置
転
換

せ
ず
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

質
問　

西
群
馬
病
院
の
移
転
計
画
が
聞
こ

え
て
く
る
。
①
移
転
計
画
は
本
当
に
あ
る

の
か
。
②
市
の
関
わ
り
は
。
③
渋
川
総
合

病
院
の
今
後
は
。
④
市
の
財
政
負
担
は
等

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を
質
問
し
ま
す
。

答
弁　

医
師
数
に
お
い
て
も
西
群
馬
病
院

は
33
人
、
渋
川
総
合
病
院
は
10
人
と
違
い

が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
機
関
と
の
調
整
が

必
要
な
問
題
。
現
在
の
市
内
の
救
急
患
者

は
ほ
と
ん
ど
が
前
橋
、
高
崎
方
面
に
搬
送

さ
れ
て
い
る
。
西
群
馬
病
院
の
移
転
は
渋

川
市
の
医
療
圏
構
想
の
中
で
考
え
て
い
き

た
い
。

質
問　

市
有
施
設
は
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
だ
け
で
は
な
く
、
廃
止
・

譲
渡
を
含
め
た
見
直
し
が
急
が
れ
ま

す
。
ス
カ
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
は
管
理

公
社
に
３
年
間
の
指
定
管
理
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
後
の
方
針
と
し
て
、

す
べ
て
の
資
産
を
管
理
公
社
の
も
の

と
し
て
、
管
理
公
社
の
経
営
と
し
て

「
公
の
施
設
」
か
ら
外
し
、
そ
の
後

に
民
間
に
売
却
、
譲
渡
し
て
い
く
等

の
対
応
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市

の
考
え
は
？

答
弁　

24
年
に
向
け
た
公
益
法
人
改

革
も
踏
ま
え
、
施
設
の
在
り
方
を
検

討
し
て
き
た
い
。

　

上
信
自
動
車
道
は
、
一
部
地
域
で
計
画

路
線
の
変
更
が
あ
り
、
地
元
説
明
会
が
開

か
れ
て
き
ま
し
た
。

　

説
明
会
参
加
者
の
中
か
ら
も
、
必
要
性

に
対
す
る
疑
問
が
出
さ
れ
る
等
、
住
民
合

意
が
図
ら
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

計
画
が
ど
ん
ど
ん
進
ん
で
い
ま
す
。

　

12
月
県
議
会
で
、
上
信
自
動
車
道
の
「
川

島
バ
イ
パ
ス
」「
祖
母
島
バ
イ
パ
ス
」
の
事

業
費
が
そ
れ
ぞ
れ
１
億
円
ず
つ
追
加
補
正

さ
れ
ま
し
た
。

北
部
県
産
材
セ
ン
タ
ー
は
、
作
業
用
建

物
、
選
別
機
、
剥
度
機
、
ケ
ッ
パ
ー
等
、

施
設
・
機
械
等
の
施
設
整
備
費
で
総
額

５
億
８
９
３
０
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

建
物
の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◎
請
負
額 

１
億
２
２
８
５
万
円

◎
請
負
業
者 

㈱
石
関
工
務
店

◎
建
物
は
合
計
５
棟
で

　

総
面
積 

１
７
２
４
㎡

　

チ
ッ
プ
棟 

４
９
５
㎡

　

製
材
Ａ
棟 

４
８
０
㎡

　

製
材
Ｂ
棟 

４
８
０
㎡

質
問　

サ
ー
カ
ー
場
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

色
々
な
場
で
構
想
を
話
し
て
い
る
と
聞
い

臨時職員の任期について
要望書が提出された西部公民館

移転での建て替えか？
独立行政法人 西群馬病院

毎回続けた 47回目の一般質問

西
群
馬
病
院
移
転
問
題
に
つ
い
て

市
有
施
設
の
整
理
は

サ
ッ
カ
ー
場
建
設
構
想
と
は
？

上
信
自
動
車
道
（
渋
川
分
）

２
億
円
の
追
加
補
正

北
部
県
産
材
セ
ン
タ
ー

整
備
建
物
工
事
始
ま
る

て
い
ま
す
。

①
施
設
の
必
要
性
は
。
②
事
業
主
体

は
。
③
財
源
、
事
業
費
は
。
④
サ
ッ

カ
ー
協
会
や
サ
ッ
カ
ー
く
じ
か
ら
の

支
援
は
等
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
質
問
し
ま
す
。

答
弁　

群
馬
大
学
柳
川
教
授
の
構
想

に
基
づ
い
た
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
は
必
要
と
考
え
る
。
全
体
構

想
は
現
在
勉
強
中
で
あ
る
。

市政 いろいろ

建物工事が始まった
北部県産材センター（白井地内）



老人保健施設の設立に携わり 
ソーシャルワーカーへ 
高齢者介護のエキスパート

（抑制廃止研究会シンポジウム）

( 社 ) 渋川青年会議所で 
理事、監事を務める 
まちづくりを実践

（ちびっこへそパレード）

消防団員として 
安全・安心のために活躍 
現在、第６分団分団長

（ポンプ操法競技会）

渋川商工会議所青年部理事を務める 
若い経営者と力を合わせ
商工業の振興に全力で！

（伊香保ハワイアンフェスティバル）

渋川市体育協会理事として 
スポーツ振興に取り組む 
現在、渋川テニス協会会長

（市民スポーツ祭総合開会式）

全国の若手政治家との交流
現在、関東若手市議会議員の会会長

（第 1 回 全国若手政治家サミット ）

生徒会長として体育祭で旗手を務める取材で学会に出席現場第一主義をモットーに

渋
川
中
学
校
の
生
徒
会
長
を

第
１
回
子
ど
も
議
会
の
議
員
に

渋
川
高
校
で
第
17
回
『
榛
嶺
祭
』の
実
行
委
員
長
に

大
学
で
ド
イ
ツ
語
を
学
び
、
医
学
雑
誌
の
編
集
者
に

ふ
る
さ
と
渋
川
に
帰
り
、
渋
川
市
議
会
議
員
に

真
っ
直
ぐ
な
少
年
か
ら
市
議
に 

ふ
る
さ
と
渋
川
へ
の
思
い
は
誰
に
も
負
け
な
い

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
所
属
の
ち
ょ
っ
と
生
意
気
な
、
で
も
面
倒
見
の

い
い
、
何
よ
り
も
友
達
を
大
切
に
す
る
少
年
で
し
た
。

中
学
３
年
生
の
時
、
初
め
て
行
わ
れ
た
『
子
ど
も
議
会
』
の
議

員
に
。「
勉
強
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
そ
の
た
め
の
設
備
改

善
」
が
わ
た
る
議
員
の
質
問
で
し
た
。

渋
川
高
校
に
進
学
後
は
、
水
泳
部
と
演
劇
部
に
所
属
。
２
年
に

一
度
の
文
化
祭
で
は
実
行
委
員
長
に
。
舞
台
裏
に
回
っ
て
初
め

て
わ
か
る
準
備
の
重
要
性
と
苦
労
の
多
さ
を
学
び
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
は
、
今
で
も
わ
た
る
議
員
の
中
に
生
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
国
際
化
の
時
代
、
語
学
が
重
要
に
な
る
と
、
獨
協

大
学
外
国
語
学
部
へ
進
学
。
卒
業
後
は
医
学
雑
誌
の
編
集
者
と

し
て
活
躍
。
語
学
力
を
活
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
も
海
外
取
材

メ
ン
バ
ー
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
貴
重
な
経
験
を
し
ま
し
た
。

雑
誌
編
集
者
時
代
、
自
分
よ
り
も
厳
し
い
環
境
の
中
で
頑
張
っ

て
い
る
多
く
の
人
た
ち
が
い
る
こ
と
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

た
わ
た
る
青
年
。
そ
の
後
、
ふ
る
さ
と
渋
川
に
帰
っ
て
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
平
成
11
年
に
渋
川
市
議
選
に
立
候
補
し
初
当

選
。
28
歳
の
時
で
し
た
。

金子わたるの[歩んだ道]

金子わたるの[活動]



金子わたる
無所属 40 才

子供や孫の未来のために
渋
川
か
ら
群
馬
を
変
え
る

県
政
に
新
し
い
風
を
！


